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９月１５日、英保育園で「祖父母一日入園」が行われ、園児の祖父母や老人クラブのメンバーが子どもたちとふれあい、楽しいひとときを過ごし
ました。 

10月1日号 

2010

October

プロジェクトを全国へ発信 y～u

あぐいぶらり旅 o

町長選挙投開票日決定 w
町長選挙投開票日が11月28日（日）に決まりました。 

10月29日、「実践発表会」を開き、幼保小中一貫教育プロジェクトを、全国へ発信。 

旧阿久比村役場を探しにぶらり。帰り際、男性にエールを送られ…。 

e 国勢調査 
国勢調査は10月1日現在、日本に住んでいるすべての人と世帯が対象です。
10月7日までに調査票を提出してください。 
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　　　  私たちの住ん 
　　でいる町の町長を選 
  ぶ大切な選挙です。あな 
 たの貴重な一票に期待を 
　込めて、投票に出掛け 
　　  ましょう。 

阿
久
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町
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長
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挙
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日

長
選
挙
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日
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久
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久
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選
挙
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日

長
選
挙
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阿
久
比
町
長
選
挙
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票
日

１１
月
２８
日（
日
） 

１１
月
２８
日（
日
） 

１１
月
２８
日（
日
） 

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任
期
満
了
（
十
二
月
十
七
日
）
に
伴
う
阿

久
比
町
長
選
挙
の
投
票
日
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�

□
日　

時　

十
一
月
二
十
八
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
七
時
〜
午
後
八
時

□
投
票
場
所　

各
投
票
所
（
下
表
）

��

�
�
�
�
�
	

□
日　

時　

十
一
月
二
十
八
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
九
時
〜

□
開
票
場
所　

中
央
公
民
館
南
館

○
投
票
で
き
る
方

　

平
成
二
年
十
一
月
二
十
九
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十

二
日
以
前
か
ら
阿
久
比
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
当
日
ま
で
引
き

続
き
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。

○
期
日
前
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
見
込
ま

れ
る
方
は
、
期
日
前
投
票
制
度
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

□
期　

間　

十
一
月
二
十
四
日（
水
）〜
十

一
月
二
十
七
日（
土
）

□
時　

間　

午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時

□
場　

所　

阿
久
比
町
役
場

　

指
定
病
院
や
他
の
市
区
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
で
も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

重
度
の
身
体
障
害
者
な
ど
の
方
で
、
一

定
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る

投
票
制
度
も
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
比
町
選

挙
管
理
委
員
会
�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
２
３
７
・
２
０
７
）

□日時　１０月２２日（金） 

　　　　午後１時３０分～ 

□場所　役場大会議室 

□日時　１１月２３日（火・祝） 

　　　　午前８時３０分～ 

　　　　　　　　午後５時 

□場所　役場第３委員会室 

立候補予定者説明会 
 

立候補届出 

お住まいの地区投票所投票区

横松・萩・宮津東部小学校東　　部

宮津山田・宮津団地・陽なたの丘宮津保育園宮津団地

板山・福住・福住園高台・坂部・阿久比団地英比小学校英　　比

高根台高根台集会所高　根　台

白沢・白沢台・メイツ巽ヶ丘白沢区民館白　　沢

草木草木公民館草　　木

卯之山・阿久比・椋岡・矢口中央公民館南館阿　久　比

高岡・植・大古根南部小学校南　　部
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●　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人および世帯
が対象です。 

●　平成２２年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会
となって実施する最初の国勢調査で、日本の未来を考え
るために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を
明らかにする重要な調査です。 

●　調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福
祉、雇用対策、生活環境の整備など、私たちの暮らしのた
めに役立てられます。 

●　調査員が世帯を訪問して配布した調査票に記入してい
ただき、１０月１日から１０月７日までに、封筒に入れて封
をした上で調査員に渡していただくか、町へ郵送で提出
してください。 

※　調査員は、調査活動中、調査員証と 
　従事用腕章を身に付けています。 

総務省・都道府県・阿久比町 
国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。 

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/２０１０/kouhou/index.htm

国勢調査は、日本の未来、 
地域のまちづくりの 
ための基礎資料になります！ 

国勢調査e-ガイド 検索 

国勢調査は　みんなで描く　日本の自画像 国勢調査は　みんなで描く　日本の自画像 国勢調査は　みんなで描く　日本の自画像 
平成２２年１０月１日国勢調査を実施します！ 

阿久比太郎 

２２ ９ １ 
２２ １０ ３１ 

調査員証（見本） 

従事用腕章（見本） 

□問い合わせ先　企画財政課�（４８）１１１１（内２０４・３０３）
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●いつまでもお元気で

阿中吹奏楽部の演奏を楽しむ敬老会参加者

９月１２日、エスペランス丸山で町主催の敬老会を開
きました。
長年にわたり社会に貢献した高齢者を敬愛し、長寿

を祝うために開いた敬老会には、７０歳以上の方が３００
人集まりました。
アトラクションでは、「光絃一座」の津軽三味線の

演奏、愛知県警察防犯活動専門チーム「のぞみ」によ
る振り込め詐欺防止を啓発する寸劇、阿久比中学校吹
奏楽部の演奏披露が行われ、参加者は楽しいひととき
を過ごしていました。
中学生は「来年もまた演奏に来ますので、元気で長

生きしてくださいね」と高齢者にエールを送っていま
した。

●２連覇を報告

大賞に輝いた「DDM ＆暁」に所属する子どもたち

８月下旬名古屋市で開催された「第１２回にっぽんど
真ん中祭り」で２年連続大賞に輝いた「DDM �暁」
に所属する町内の子どもたちが、９月１５日町長室へ報
告に訪れました。
小瀬水葵さん（阿中１年）、榊原佳穂さん（同）、亀

山萌夏さん（英比小６年）、玉手涼介君（同）、玉手あ
かりさん（英比小４年）の５人がうれしい報告をしま
した。
「練習はきつかったけど、２年連続で大賞が取れた
ことはうれしい。次もぜひ頑張りたい」と子どもたち
は、すでに来年を見据えていました。

●起こる前に考える児童虐待

児童虐待について話す家庭児童相談員

「虐待を見逃してはいけない」と、町内の児童委員、
保育士、教諭を対象に、８月２５日教育相談センターで
児童虐待について考える研修会が開かれました。
町家庭児童相談員が講師を務め、新聞記事やDVD
を見ながら早期発見の視点や虐待を疑ったときの対応
の仕方などを学びました。
参加者は「早期発見の大切さ、チームワークの必要
性のあり方をあらためて確認する良い機会となりまし
た」と話し、町全体で児童虐待をなくす機運を高めま
した。

●中学生が福祉を学ぶ

盲導犬について学ぶ生徒

９月１０日、阿久比中学校の３年生が「福祉実践教
室」で福祉の大切さを学びました。
教室は福祉やボランティア活動への関心を高めても

らおうと町社会福祉協議会が企画。障害者やボラン
ティア活動者が講師を務めました。
車いす、手話、点字、視覚障害者ガイドヘルプ、高

齢者擬似体験、盲導犬体験の各コースに別れ、生徒た
ちはそれぞれ１コースを選び、実際に体験活動を行い
ました。
「自分たちでできることは何かを考えて、体の不自
由な人たちを手助けしたい」と生徒は感想を話してい
ました。
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１４３ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象情報を迅速、
的確にお知らせするために、「あんしん・防災ねっと」を開設していま
す。
 災害時緊急メール 
　自分の携帯電話のメールアドレスを登録することで、町から発信す
る防災の緊急情報などをメールでお知らせします。
※　災害時緊急メール登録者数１,１５８人
　　（平成 ２２ 年９月１５日　現在）
　インターネット接続画面からアドレスを入力してください。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対応しています。
※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。
☆阿久比町のＨＰアドレス
　http://www.town.agui.lg.jp

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで防災緊急情報を携帯電話で

※　ＱＲコードの読み取り
に対応した携帯電話を
使っている方は、ＱＲコー
ドを読み取ることでアク
セスができます。

地震の揺れを体験する保育園児
　

今
後
三
十
年
以
内
に
東
海
地
震
の
発
生

す
る
確
率
は
八
十
七
パ
ー
セ
ン
ト（
M
８
・

０
程
度
）、東
南
海
地
震
が
発
生
す
る
確
率

は
六
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
M
８
・
１
程
度
）

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
乳
幼
児
が
成
人
に
な
る
ま
で
に
、

こ
れ
ら
大
規
模
地
震
に
遭
遇
す
る
可
能
性

は
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
幼
児
期

か
ら
の
防
災
教
育
は
、
将
来
の
子
ど
も
の

命
を
守
り
、
家
族
を
守
る
減
災
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

九
月
十
四
日
草
木
保
育
園
、
十
五
日
中

部
保
育
園
で
地
震
体
験
車
「
な
ま
ず
号
」

を
使
っ
た
地
震
体
験
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

 　

東
海
・
東
南
海
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

阿
久
比
町
の
ほ
ぼ
全
域
で
震
度
５
強
〜
６

弱
の
揺
れ
が
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
風
水
害
が
こ
の
地
方

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
族
へ
の
被
害
が
少
し
で
も

軽
減
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
乳
幼

児
の
い
る
家
庭
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備

え
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
般
的
に
最
低
三

日
分
の
食
料
と
飲
料
水
が
必
要
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
平
日
の
昼
間
は
母
子
だ
け
の
家
庭

が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
離
れ
た
家
族
と

連
絡
を
と
る
方
法
は
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」
や
各
携
帯
会
社
の
開

設
す
る
「
災
害
用
伝
言
版
」
が
有
効
で
す
。

利
用
方
法
と
避
難
す
る
と
き
の
集
合
場
所

を
取
り
決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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　町民の皆さん　こんにちは。日ごろは、大変お
世話になっております。心からお礼申しあげます。
　さて、幼保小中一貫教育を手段に、「未来を託す
ことのできる人間」づくりを目指した取り組みは、
順調に進み、保育士、教員など指導者の意識も大
きく変革してまいりました。まだまだという評価
もありますが、園・学校は確実に変化しています。学校は敷居が高
いとか入りにくい所だという認識を打ち破るために、「いつでも誰で
も」をモットーに公開していますので、ご都合のよい日に子どもた
ちの活動の様子を見ていただければ幸いです。
　幼保小中一貫教育を成功させるには、学校だけではできません。
やはり保護者の皆さんの強力な支援が必要です。すなわち「教育改
革は、保護者の意識改革」が最も重要なのです。これまでに「子育
て 10か条」「家庭、園・学校がともに育ち合うための手引き　子育
てQ＆ A」など多くの啓発パンフレットを作成し、配布してきまし
た。家庭でいかに活用し、実践されたかが問われるところです。家庭での取り組みが期待される
ところであります。
　また、携帯電話によるいじめや万引き、暴力行為など子どもたちの問題行動に憂う毎日です。
今を生きる子どもたちは昔と比べて、本当に変化してしまったのでしょうか。規範意識や価値観
の多様化の中で、無責任で自分さえよければという大人のエゴの方が、はるかに大きいように思
えてなりません。我々が目指した、目標とした、夢見た人物、政治家や大企業の社長など大人物
と思われた人たちが法律を犯したり、無責任な態度で嘘を言ったりする言動を子どもたちは、ど
のように思っているのでしょうか。真面目に一生懸命、生きている人間が馬鹿を見る社会になっ
たら日本は滅びてしまいます。

　「子は親の背を見て育つ」とか「子どもは親の鏡」と言われます。大人が範を示すことが、子
どもの成長を促します。阿久比町では、平成 15年に制定された町民憲章を 1つのバイブルとし
て、人の生き方を方向づけしています。そして各家庭へ配布している「子育て 10か条」を指針
としながら、親としての行動指針を改めて設定してみてはいかがでしょうか。せっかく、町ＰＴ
Ａ連絡協議会という組織があるわけですので、父・母としてどう子どもと向き合っていけばいい
のか、もう一度、原点に立ち戻り、考えたいものです。
　よろしくお願いします。

阿久比町教育長　鳥居　久男

※　阿久比町公式サイト、学校教育課の「教育長のページ」は随時更新しています。ぜひご覧く
ださい。
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェククククククククククククククククククククトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト一貫教育プロジェクト
第２回阿久比町幼保小中一貫教育プロジェクト実践発表会
　阿久比町では平成１７年度から、「欠落なき」「落差なき」「段差なき」教育を求めて、町内の全ての幼稚園、保育園、小
学校、中学校が研究実践に取り組んでいます。平成１９年１１月２日には、第１回幼保小中一貫教育実践発表会を開催し、阿
久比町の取り組みを全国に問いました。それから３年目を迎え、これまでの実践の積み重ねを振り返り、さらなる前進を
目指して第２回実践発表会を開催します。公開保育や公開授業、全体会を通して、阿久比町の子どもたちの未来について
一緒に考える機会としたいと考えています。ぜひ、ご参観、ご参会ください。
□期　日　１０月２９日（金）
□会　場　午前　ほくぶ幼稚園、草木保育園、中部保育園、東部小学校、英比小学校、阿久比中学校
　　　　　午後　阿久比中学校
□日程・内容

　○公開保育・公開授業
※　園・学校により開始時間が若干異なります。詳細は、各園・学校からの案内をご覧ください。
　○教育を語る会　テーマ「子どもたちの未来をつむぐ」
　　　　　　　　―縦糸 (幼 ･保、小、中 )の役割、横糸 (園 ･学校、保護者 ･地域、行政 )の役割―
＜コーディネーター＞　川上　昭吾　愛知教育大学名誉教授
＜パネリスト＞　安彦忠彦　早稲田大学教授、秋田喜代美　東京大学教授、竹内啓二　阿久比町長

あぐい教育週間
　１０月２９日の実践発表会当日に公開しない園・学校は、前後の２週間で公開を予定しています。子育てを考える講演会や、
一貫教育に関する行事を、各園・学校ごとに企画します。ぜひ、ご参加ください。
　　　　２５日（月）　英保育園、城山保育園
　　　　２６日（火）　南部保育園、北原保育園、宮津保育園、草木小学校
　　　　２８日（木）　東部保育園
　　　　３０日（土）　南部小学校
□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

閉
会
行
事

教育を語る会
（パネルディスカッション）

各部会による発表
（ポスターセッション）

全
体
会

開
会
行
事

昼食・受付
移　

動

公　開　保　育
公　開　授　業

受　

付

９：００ １１：２０ １３：００ １３：３０ １４：３０ １６：００

■平成23年 阿久比町成人式実行委員を募集■ 

実行委員の主なしごと 

応募・問い合わせ先 

応募対象 

応募期限 

■平成23年 阿久比町成人式実行委員を募集■ 

成人式をプロデュースしませんか 成人式をプロデュースしませんか 
　平成２３年１月１０日（成人の日）に開催する阿久比町成人式の実行委員を募集しています。 
　一生に一度しかない成人式を、自分たちで盛り上げてみませんか。 

・ 成人式式典の司会、運営 
・ アトラクションの企画・運営 
・ 思い出のスライド作成　など 

阿久比町在住で、 
平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれの方 
（平成２３年成人式参加対象者） 

社会教育課　fl（４８）１１１１（内２６２） 
電子メールアドレス　ｓｈａｋｙｏ＠ｔｏｗｎ.ａｇｕｉ.ｌｇ.ｊｐ 

１０月１５日（金） 
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日にち　９月１１日
場　所　中央公民館
　阿久比メンズクラブのメンバーを講師に迎え、「お父
さんのための手打ちソバ教室」を行いました。
　ちょっとした水加減や力加減が成功と失敗の分かれ
道。お父さんたちはソバ打ちの難しさと楽しさを体験
し、打ちたてのおいしいソバを味わうことができまし
た。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父さささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんのののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめののののののののののののののののののののの
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手打打打打打打打打打打打打打打打打打打打打打ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソバババババババババババババババババババババ教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「はははははははははははははははははははははじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめてててててててててててててててててててててのののののののののののののののののののののピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピラララララララララララララララララララララテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィススススススススススススススススススススス」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

日にち　９月３日～９月２９日（５回）
場　所　中央公民館
　胸式呼吸で、体の奥の筋肉を鍛えるための教室「は
じめてのピラティス」が開かれました。
　講師の麻生直子さん（植）の指導で、自分では気づ
きにくい体の歪みやバランスを改善するためのエクサ
サイズを行いました。香草などの香りをかいでストレ
ス解消をするアロマテラピーも取り入れ、心も体もリ
フレッシュできました。

○
　

季
節
が
変
わ
り
、
北
風
が
吹
く
こ
ろ
に

な
る
と
、
青
々
と
し
て
い
た
草
も
い
つ
し

か
枯
れ
草
と
な
り
、
枯
れ
草
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

枯
れ
草
は
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
子

ど
も
の
火
遊
び
な
ど
の
小
さ
な
火
か
ら
容

易
に
燃
え
広
が
り
ま
す
。

　

特
に
建
物
に
近
い
と
こ
ろ
に
繁
茂
し
て

い
る
枯
れ
草
は
、
危
険
性
が
高
い
の
で
消

防
署
で
は
、
早
い
時
期
の
刈
り
取
り
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
・
管
理
者
は
、
建
物
か
ら

十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
（
草
丈
二
十
セ
ン
チ

以
上
）
を
刈
り
取
り
、
安
全
な
方
法
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
は
、
十
一
月
か
ら
町
内
の
枯
れ

草
繁
茂
地
を
調
べ
、
火
災
予
防
上
危
険
な

場
所
は
刈
り
取
り
を
依
頼
し
ま
す
。

　

建
物
の
近
く
に
枯
れ
草
が
繁
茂
し
て
い

る
よ
う
な
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
防

署
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
消
防
署
阿
久
比

支
署　

�（
４
７
）０
１
１
９

�
�
�
�
�
�
�
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旧
阿
久
比
村
役
場
を
探
し
に
友
人
と
二

人
で
出
掛
け
た
。
宮
津
地
区
の
西
森
下
地

内
で
、
宮
津
橋
東
付
近
に
現
存
し
て
い
る

ら
し
い
の
で
、
近
く
に
住
む
人
に
訪
ね
な

が
ら
目
的
地
へ
向
か
う
。

「『
役
場
が
あ
っ
た
げ
な
』
と
、
話
は
聞

い
と
る
。
昔
、
庄
屋
さ
ん
た
ち
が
お
っ
た

あ
の
辺
だ
。
宮
津
橋
拡
張
で
建
物
は
取
り

壊
さ
れ
た
が
、
近
く
に
駐
在
所
も
あ
っ
た

な
あ
」
と
長
老
は
言
う
。

旧
阿
久
比
村
役
場
は
、
明
治
三
十
九
年

に
東
阿
久
比
村
、
上
阿
久
比
村
、
阿
久
比

村
の
三
村
が
合
併
し
た
と
き
の
村
役
場
で
、

大
正
十
五
年
に
阿
久
比
神
社
南
へ
庁
舎
が

移
転
す
る
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

役
場
は
昭
和
三
十
四
年
現
在
地
に
移
転
す

る
。県

道
南
粕
谷
半
田
線
か
ら
西
に
向
か
う

細
道
を
歩
く
。
目
の
前
に
、
黒
塗
り
の
高

い
塀
。
そ
の
奥
に
は
日
本
建
築
の
住
居
と

蔵
が
並
ぶ
民
家
。
後
方
に
、
宮
津
団
地
の

各
棟
が
立
ち
並
ぶ
光
景
が
目
に
映
る
。

長
老
が
教
え
て
く
れ
た
場
所
に
着
く
。

雑
木
林
か
ら
は
猛
暑
の
終
わ
り
を
告
げ
る

か
の
よ
う
に
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
の
鳴
き
声
。

畑
仕
事
を
す
る
男
性
に
声
を
掛
け
る
。

「
昔
の
村
役
場
を
探
し
て
い
る
ん
で
す

が
」。「
わ
し
が
今
、
住
ん
ど
る
、
こ
こ
だ�

が�
」。「
こ
こ
で
す
か
？
」

旧
役
場
は
民
家
と
な
っ
て
い
た
。
平
家

建
て
の
古
い
建
物
で
、
漆
喰
が
塗
ら
れ
た

壁
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
は
げ
て
、
土
壁
が

む
き
出
し
の
部
分
も
あ
る
。
役
場
で
あ
っ

た
と
は
、
言
わ
れ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
。
周
辺
の
建
物
の
雰
囲
気
か
ら
、
長

老
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
一
昔
前
は

人
々
が
集
ま
る
に
ぎ
や
か
な
場
所
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

話
し
て
く
れ
た
男
性
は
八
十
歳
。
西
向

き
に
入
り
口
が
あ
っ
た
と
説
明
を
受
け
る
。

家
に
残
っ
て
い
た
当
時
の
写
真
を
見
た
こ

と
が
あ
る
と
言
う
。

「
村
長
は
、
鼻
の
下
に
長
い
立
派
な
ひ

げ
を
は
や
し
と
っ
た
。
か
す
り
の
着
物
を

着
た
女
性
の
事
務
員
が
三
人
〜
四
人
い
て
、

床
を
引
き
ず
る
よ
う
な
長
い
髪
の
毛
だ
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
」

私
た
ち
の
先
輩
職
員
の
話
だ
。
少
な
い

職
員
で
い
く
つ
も
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い

た
よ
う
だ
。

「
あ
ん
た
ら
役
場
で
頑
張
っ
て
、
え
え

仕
事
や
っ
て
く
れ
や
」
と
男
性
か
ら
エ
ー

ル
を
送
ら
れ
る
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
、
旧
阿
久
比
村
役
場
を
後
に
し
た
。

旧阿久比村役場入り口

旧阿久比村役場北側

文 

東部小 

法久院 

大山祗神社 

谷性寺 

光西寺 秋葉神社 

萩
老
人
憩
の
家 

阿
久
比
川 

宮津青年会場 
（若い衆蔵） 
 宮津熱田社 宮津熱田社 

県道南粕谷半田線 

旧
阿
久
比
村
役
場 

東部小 

宮
津
橋 
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　水は陸と海と空をめぐって地球規模で循環しています。
　人間をはじめすべての生きものは、この水の循環の中で生きています。
　水はわたしたちの生命を保つために必要不可欠であり、炊事、洗濯、風呂、トイレなど日常生活のあらゆる場面で使用されています。
　しかし、社会経済が発展し、生活水準が向上するにつれて、水の汚れが目立つようになりました。
　水の恵みを受けるのは私たち人間だけでなく地球上のすべての生物であり、将来にわたり安心で安全かつ豊かな水環境を守っていか
なければなりません。
　水の汚れは、生活排水が大きな原因となっています。美しい川や海をいつまでも大切に守っていくためにも、家庭でできる生活排
水対策にご協力ください。

○　調理くずや食べ物の残りは、水と一緒に流さないようにしましょう。
○　流しの排水口には、目の細かいストレーナーや水切りネットを備え
ましょう。
○　食器についた汚れは、ふき取ってから洗いましょう。
○　米のとぎ汁は、庭や畑にまきましょう。水に流してしまえば汚れで
すが、植物には栄養分になります。
○　みそ汁などは作り過ぎないようにしましょう。
○　油はできるだけ使い切りましょう。やむを得ず残った場合は、吸着
剤を使ったり、牛乳パックに新聞紙を入れて吸着させたりするなどし
て、燃えるごみとして出してください。
○　洗剤やシャンプーなどは適量を使いましょう。たくさん使っても洗
浄力は変わりません。
○　側溝、排水路に汚泥がたまると腐敗して悪臭を放つことがあります。
放流ますや家の周りの清掃にあわせて定期的に清掃しましょう。
○　浄化槽の正しい維持管理を実施しましょう。

　し尿や生活排水をきれいにし、水環境の保全に大きな役割を果たしている浄化槽。浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を
きれいにしているため、維持管理を行わないと浄化槽の機能が低下し、水質汚濁の原因となります。

　大切な水環境を守るために、浄化槽の正しい維持管理を実施しましょう。
浄化槽の維持管理に重要な３つの項目
　浄化槽が安定した機能を維持できるよう「浄化槽法」において保守点検、清掃、法定検査が義務づけられています。
　☆　保守点検
　　　一般的な家庭用の２０人槽以下の浄化槽では、４カ月に１回（全ばっき方式は３カ月に１回）以上行うことになっています。
機器の点検 ･調整 ･修理や消毒薬の補充などを行います。

　☆　清掃
　　　槽内にたまった汚泥や浮遊物を引き抜き、機械類や付属装置の洗浄や清掃を行います。清掃は、年に１回以上行うことに
なっています。

　☆　法定検査
　　　法定検査には、新たに設置、または構造や規模を変更した場合の浄化槽使用開始後３カ月を経過した日から５カ月以内に
行う、法７条検査（浄化槽設置後検査）と、その後毎年 1回定期的に行う、法１１条検査（定期検査）があります。

　○　法定検査などは専門業者へ
　　　保守点検は愛知県の登録業者に、清掃は阿久比町の許可を受けた浄化槽清掃業者（「（株）アグメント」�（４８）３５９４・「トー
エイ（株）」�０５６２（８３）３８８０）に依頼してください。

　　　法定検査については、愛知県が指定した検査機関（阿久比町では「（社）愛知県薬剤師会」�０５２（６８３）１１３１）の検査を受け
てください。

　　　保守点検と清掃の記録は、３年間は大切に保存してください。

　○　市街化調整区域に住んでいる方は合併処理浄化槽を設置しましょう
　　　浄化槽の新設時には原則として合併処理浄化槽の設置が義務づけられています。すでに設置されている単独処理浄化槽に
ついても、合併処理浄化槽への転換の努力義務が課せられています。

　　　合併処理浄化槽の設置費用を補助する制度もあります。設置地区などの条件や数に限りがありますので、環境衛生課に相
談してください。

□問い合わせ先　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１７・３１０）

浄化槽は維持管理が必要です

家庭でできる生活排水対策

牛乳パックの中 
新聞やぼろ布を詰めて 

染み込ませる 

流さない工夫 
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十
月
は
、「
第
四
十
九
回
青
少
年
に
よ

い
本
を
す
す
め
る
県
民
運
動
」
強
調
月
間

で
す
。

　

次
の
十
六
冊
か
ら
、
好
き
な
図
書
を
読

ん
で
、
簡
単
な
読
書
感
想
文
を
は
が
き
に

書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
選
考
に
よ
り
、

図
書
カ
ー
ド
ま
た
は
児
童
図
書
を
贈
り
ま

す
。

□
読
書
感
想
文
募
集
図
書

幼
児
向

　
『
う
み
の
ダ
ン
ゴ
ム
シ
・
や
ま
の
ダ
ン
ゴ

ム
シ
』
／
皆
越
よ
う
せ
い
作
／
岩
崎
書
店
、

『
雨
を
よ
ぶ
龍
』
／
秋
山
と
も
子
作
／
童

心
社
、『
だ
ん
ど
ん　

だ
ん
ど
ん
』
／
内
田

麟
太
郎
作
／
か
つ
ら
こ
絵
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所小
学
生
低
学
年
向

　
『
１
つ
ぶ
の
お
こ
め　

さ
ん
す
う
の
む

か
し
ば
な
し
』
／
デ
ミ
作
／
さ
く
ま
ゆ
み

こ
訳
／
光
村
教
育
図
書
、『
し
ご
と
ば
』
／

鈴
木
の
り
た
け
作
／
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
、『
キ

ツ
ネ
の
お
と
う
さ
ん
が
ニ
ッ
コ
リ
わ
ら
っ

て
い
い
ま
し
た
』
／
み
や
に
し
た
つ
や
作

／
金
の
星
社

小
学
校
中
学
年
向

　
『
花
守
の
話
』／
柏
葉
幸
子
作
／
安
藤
貴

代
子
絵
／
講
談
社
、『
エ
ン
ザ
ロ
村
の
か

ま
ど
』
さ
く
ま
ゆ
み
こ
作
／
沢
田
と
し
き

絵
／
福
音
館
書
店
、『
デ
イ
ジ
ー
の
お
さ

わ
が
せ
巨
人
く
ん
』
／
ケ
ス
・
グ
レ
イ
作

／
ニ
ッ
ク
、
ギ
ャ
リ
ー
絵
／
吉
上
恭
太
訳

／
小
峰
書
店

小
学
校
高
学
年
向

　
『
あ
の
犬
が
好
き
』
／
シ
ャ
ロ
ン
・
ク

リ
ー
チ
作
／
金
原
瑞
人
訳
／
偕
成
社
、

『
０
・
１
ミ
リ
の
タ
イ
ム
マ
シ
ン
』
／
須

藤
斎
作
／
く
も
ん
出
版
、『
図
書
館
ラ
ク

ダ
が
や
っ
て
く
る
』
／
マ
ー
グ
リ
ー
ト
・

ル
ア
ー
ズ
作
／
斉
藤
規
訳
／
さ
・
え
・
ら

書
房

中
学
生
・
高
校
生
向

　
『
ミ
ム
ス
―
宮
廷
道
化
師
―
』
／
リ
リ
・

タ
ー
ル
作
／
東
逸
子
絵
／
木
本
栄
訳
／
小

峰
書
店
、『
路
上
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
』
／
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
レ
ア
ー
ド
作
／
石
谷
尚
子
訳

／
評
論
社

青
年
向

　
『
虫
捕
る
子
だ
け
が
生
き
残
る
』／
養
老

孟
司
、
池
田
清
彦
、
奥
本
大
三
郎
作
／
小

学
館
、『
恋
文
の
技
術
』
／
森
見
登
美
彦
作

／
ポ
プ
ラ
社

□
主
催　

愛
知
県
、
愛
知
県
青
少
年
育
成

県
民
会
議

□
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
、
作
品
名

と
感
想
、
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
・
学

年
ま
た
は
職
業
、
年
齢
を
記
入
の
上
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

□
応
募
締
切　

十
一
月
五
日（
金
）必
着

□
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
県
民

生
活
部
社
会
活
動
推
進
課
青
少
年
グ
ル

　

ー
プ　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
７
５

　

〒
４
６
０
‐
８
５
０
１　

愛
知
県
庁
内

愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
事
務
局

「
読
書
感
想
文
」
係

�
　

町
で
は
、
私
立
高
校
な
ど
へ
通
学
す
る

生
徒
の
保
護
者
（
授
業
料
負
担
者
）
の
負

担
を
、
軽
減
す
る
授
業
料
補
助
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
者

①　

十
月
一
日
現
在
、
私
立
の　
　
　
　

・
高
等
学
校
（
全
日
制
、
定
時
制
、
通
信

制
課
程
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
中
等
教
育
学
校（
後
期
課
程
）　　
　
　

・
高
等
専
門
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
専
修
学
校（
高
等
課
程
）　　
　
　
　
　

・
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校（
高
級
部
）　　

の
い
ず
れ
か
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
。

②　

十
月
一
日
現
在
、生
徒
の
保
護
者（
授

業
料
負
担
者
）
が
、
阿
久
比
町
に
住
所

が
あ
る
こ
と
。

※　

学
校
で
授
業
料
の
納
付
を
全
額
免
除

さ
れ
て
い
る
方
は
授
業
料
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

□
補
助
金
額　

年
額
九
千
円

□
申
請
手
続　

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
十
月
一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）
の
午

前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

に
次
の
書
類
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
補
助
金
交
付

申
請
書
兼
請
求
書

・
十
月
一
日
現
在
の
在
学
証
明
書
（
右
記

申
請
書
内
に
証
明
欄
あ
り
）

※　

九
月
末
ご
ろ
左
記
学
校
に
は
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。（
そ
の
他
の
学
校
の
生

徒
は
、
学
校
教
育
課
の
窓
口
へ
）

【
私
立
高
校
】　

愛
工
大
名
電
高
校
・
愛
産

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

大
工
業
高
校
・
愛
知
女
子
高
校
・
瑞
穂
高

校
・
亨
栄
高
校
・
金
城
学
院
高
校
・
椙
山

女
学
園
高
校
・
星
城
高
校
・
大
同
高
校
・

中
京
大
中
京
高
校
・
市
邨
高
校
・
名
女
大

高
校
・
日
福
大
学
付
属
高
校
・
名
城
大
学

附
属
高
校
・
清
林
館
高
校
・
東
邦
高
校
・

栄
徳
高
校
・
東
海
高
校
・
名
古
屋
大
谷
高

校
・
弥
富
高
校
・
光
ヶ
丘
女
子
高
校
・
桜

花
学
園
高
校
・
名
古
屋
高
校
・
名
古
屋
工

業
高
校
・
滝
高
校
・
南
山
高
校
・
南
山
国

際
高
校
・
杜
若
高
校
・
桜
丘
高
校
・
誉
高

校【私
立
専
修
学
校
高
等
課
程
】　

あ
い
ち
ビ

ジ
ネ
ス
専
門
学
校
・
さ
つ
き
調
理
福
祉
学

院
・
東
海
工
業
専
門
学
校
・
桐
華
家
政
専

門
学
校
・
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校
・
名

古
屋
情
報
専
門
学
校
・
サ
ン
デ
ザ
イ
ン
専

門
学
校
・
山
本
学
園
情
報
文
化
専
門
学
校

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課　

�

（
４
８
）１
１
１
１　
（
内
２
３
８
）

�
　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

・
十
一
月
十
日（
水
）午
後
一
時
半
〜
午
後

四
時
半
、
半
田
消
防
署
、
定
員
三
十
人

（
先
着
順
）

・
十
一
月
二
十
一
日（
日
）午
前
九
時
〜
正

午
、
武
豊
町
中
央
公
民
館
、
定
員
二
十

人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
半
田
消
防

署
�（
２
１
）１
４
９
２
、
武
豊
支
署
�

（
７
３
）０
１
１
９

�
�
�
�
�
�
�
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�□
日　

時　

①
「
地
方
分
権
・
道
州
制
セ

ミ
ナ
ー　

尾
張
」
十
月
二
十
一
日
（
木
）

in

②
「
地
方
分
権
・
道
州
制
セ
ミ
ナ
ー　
in

三
河
」
十
一
月
五
日（
金
）い
ず
れ
も
午

後
二
時
半
〜
午
後
四
時
十
分

□
場　

所　

①
中
部
国
際
空
港
・
セ
ン
ト

レ
ア
ホ
ー
ル
②
刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
・
小
ホ
ー
ル

□
講　

師　

①
林
宜
嗣
関
西
学
院
大
学
経

済
学
部
教
授
②
木
村
陽
子
（
財
）
自
治

体
国
際
化
協
会
理
事
長

□
定　

員　

い
ず
れ
も
二
百
人（
先
着
順
）

□
入
場
料　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

希
望
す
る
セ
ミ
ナ
ー

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�

�

�

�

�

�

の
上
、
は
が
き
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県

総
務
部
総
務
課
、
〒
４
６
０
―
８
５
０

１（
住
所
不
要
）、
�
０
５
２（
９
５
４
）

６
０
２
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２（
９
５
４
）

６
９
０
１
、
電
子
メ
ー
ルso

m
u
b
u

‐ 

so
m
u
@
p
ref.aich

i.lg
.jp

�
　

家
庭
の
教
育
力
、
地
域
の
教
育
力
を
高

め
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
「
子
育

て
の
社
会
化
」
の
推
進
を
目
的
に
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
一
月
二
十
日（
土
）　

午
後

一
時
〜

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�
�

	




□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

□
内　

容　

・　

地
域
の
優
良
家
庭
教
育
推
進
組
織
な

ど
の
顕
彰

・　

地
域
の
子
育
て
支
援
・
家
庭
教
育
に

関
す
る
発
表

・　

ジ
ョ
ン
･
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
さ
ん
講
演

会
「
親
と
子
の
心
を
結
ぶ
ち
ょ
っ
と
し

た
ア
イ
デ
ィ
ア
」

・　

「
自
然
と
ふ
れ
あ
お
う
！
」（
子
ど
も

向
け
分
科
会
）

□
申
込
期
限　

十
月
二
十
二
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教

育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６

２
）

※　

託
児
有
り
。

�
　

潰
瘍
性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
患
者
の

皆
さ
ん
が
よ
り
快
適
に
充
実
し
た
毎
日
を

送
れ
る
よ
う
、
本
人
と
家
族
を
対
象
に
し

た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
一
月
十
一
日（
木
）　

午
後

二
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

愛
知
県
半
田
保
健
所
四
階
大

会
議
室（
半
田
市
出
口
町
１
‐　

‐
４
）

４５

□
内　

容　
　

・　

講
話
「
炎
症
性
腸
疾
患
の
食
事
の
工

夫
」
名
古
屋
掖
済
会
病
院
管
理
栄
養
士

一
江
美
津
昭
さ
ん

・　

交
流
会

□
申
込
期
限　

十
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
保

健
所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ

�

�

�

�

�

�

�

	



�

�

�

�

�

�

�

�（
２
１
）３
３
４
１

�
　

中
小
企
業
で
働
く
事
業
主
、
勤
労
者

（
パ
ー
ト
労
働
者
を
含
み
ま
す
）
を
対
象

に
、
福
利
厚
生
事
業
や
給
付
事
業
を
提
供

し
ま
す
。

□
サ
ー
ビ
ス
内
容

①　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
共
済
給
付
事
業

②　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
提
携
施
設
の
割

引
利
用

③　

会
員
証
提
示
に
よ
る
協
力
店
割
引
利

用
④　

従
業
員
の
健
康
管
理

⑤　

プ
ロ
野
球
、
観
劇
な
ど
チ
ケ
ッ
ト
の

あ
っ
せ
ん

⑥　

日
帰
り
旅
行
、
潮
干
狩
り
な
ど
開
催

⑦　

専
用
夏
季
保
養
所
の
利
用

□
入
会
対
象
者　

中
小
企
業
で
働
く
勤
労

者
、事
業
主
の
方
。
個
人
事
業
主
、パ
ー

ト
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。（
事
業
所

単
位
で
の
加
入
の
た
め
個
人
で
の
加
入

は
で
き
ま
せ
ん
）

□
入
会
金
・
会
費

　

入
会
金
一
人
千
円

　

会
費
一
人
月
額
千
円
（
事
業
主
負
担
は

六
百
円
以
上
、
パ
ー
ト
従
業
員
分
は
市

町
補
助
あ
り
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

わ
ー
く
り
ぃ
知
多

（
財
団
法
人
知
多
地
区
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
局
東
海
市
立

勤
労
セ
ン
タ
ー
内
）
�
０
１
２
０（
２

９
）５
５
０
９
、
産
業
課
商
工
労
政
係

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
３
４
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

固定資産評価審査委員会
　委員を山内英治氏（阿久比）にお願いしました。
任期は平成２２年１０月１日～平成２５年９月３０日です。

□募集科、募集定員、募集期間など
募集定員訓練期間訓練科高等技術専門校名

２０人２年建築デザイン科
名古屋高等技術専門校
�０５２（９１７）６７１１

２０人２年
モノづくり総合科
マルチスキルコース

岡崎高等技術専門校
�０５６４（５１）０７７５

２０人２年木造建築科
東三河高等技術専門校
�０５３３（９３）２０１８

選考日募集期間訓練科
１１月１９日（金）１０月１日（金）～１１月１０日（水）Ａ日程建築デザイン科

モノづくり総合科 ２月１８日（金）１月５日（水）～２月８日（火）Ｂ日程
１月２０日（木）１１月１５日（月）～１月１２日（水）Ｃ日程木造建築科

□応募資格
高等学校卒業程度の学力を有する３０歳以下の方が対象
（平成２３年３月卒業見込みを含む。）

建築デザイン科
モノづくり総合科

中学校卒業程度の学力を有する３０歳以下の方が対象
（平成２３年３月卒業見込みを含む。）

木造建築科

□選考方法　入校を希望する高等技術専門校で、筆記試験と面接を実施
□入校日　平成２３年４月７日（木）
□申込方法　入校願書を、入校を希望する高等技術専門校へ直接、または
半田公共職業安定所を経由して提出してください。

□入校検定料、入校料、授業料（金額は一部変更されることがあります。）
　入校検定料４,４００円、入校料５,６５０円、授業料年額６０,０００円
□問い合わせ先　就業促進課産業人材育成室公共訓練グループ　�０５２
（９５４）６３６４　電子メール hideto_yaguchi@pref.aichi.lg.jp

愛知県立高等技術専門校普通課程訓練生を募集
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Information

�も
ち
の
木
園
保
護
者
会　

様

　

町
立
も
ち
の
木
園
へ
エ
ア
コ
ン
一
台
、

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
　

九
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
四
人

制
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室
」
の
講
師

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の

と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
誤
】　

阿
久
比
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
協
会

【
正
】　

ア
ク
テ
ィ
ブ
あ
ぐ
い
指
導
員

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�



�

�

�

�

�

�

今今月月のの納納税税ななどど
町県民税　　　　　　　３期分

国民健康保険税　　　　３期分

介護保険料　　　　　　３期分

後期高齢者医療保険料　４期分

納期限は１１月 １日（月）です。
※口座振替の方は、口座の残高確認をお願いします。

�

�

�

�
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� �
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� �
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� �
� �
� �
� �

「
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
」に
つ
い
て

　
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

豆
知
識
」も
今
回
で
最
終
回
。

１０

最
後
の
テ
ー
マ
は
「
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
」

で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ　

開
催
時
に
は
、
本
会
議
場
が

１０

あ
る
白
鳥
地
区
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）
の

ほ
か
に
、
栄
地
区
（
オ
ア
シ
ス　

）
と
愛

２１

･
地
球
博
記
念
公
園（
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
）

に
関
連
会
場
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
で
は
、
十
月
九
日
か

ら
十
月
二
十
四
日
ま
で
の
土
曜
日
と
日
曜

日
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

支
援
実
行
委
員
会
主
催

１０

「
地
球
い
き
も
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ　

モ
リ
コ
ロ

in

パ
ー
ク
」
が
大
芝
生
広
場
を
中
心
に
、
愛

知
県
主
催「
地
球
の
い
の
ち
・
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
地
球
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
す
。
と
も
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

ス
テ
ー
ジ
や
ブ
ー
ス
で
、
楽
し
み
な
が
ら

生
物
多
様
性
を
体
感
し
学
べ
る
内
容
で
す
。

　

後
者
の「
地
球
の
い
の
ち
・
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
に
は
、
県
内
の
全
市
町
村
が
参

加
し
ま
す
。
阿
久
比
町
は
十
六
日（
土
）と

十
七
日（
日
）に「
ホ
タ
ル
の
体
験
型
展
示
・

板
山
高
根
湿
地
展
」
と
「
阿
久
比
米
れ
ん

げ
ち
ゃ
ん
展
示
・
即
売
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

秋
の
週
末
、
ぜ
ひ
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
に

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

県
環
境
部
環
境
政
策

課　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
２
４
６　

Ｈ
Ｐ　
http://w

w
w
.pref.aichi.jp/

０００００１７６８６
.htm
l
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，８５３　　（＋３４）

人　口　２５，６８２人（＋７７）

　男　　１２，７２３人（＋３７）

　女　　１２，９５９人（＋４０）

（　　）は前月との増減数

８月中の異動

　出生　２４　転入    １２３

　死亡　１０　転出      ６０

平成２２年９月１日現在

人 口 と 世 帯

主催　ゴミゼロ運動推進連絡会／阿久比町 
□問い合わせ先　環境衛生課　fl（48）1111（内310・317） 

10月24日（日） 
少雨決行（雨天の場合 中止） 

期日 時間 

午前7時～午前8時 

各地区でゴミ拾いに 
参加して美しい 

住みよいまちづくりに 
協力してくださいね。 

に参加を 


